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市財政収入の一部に寄与することを目的とし、一般の広告を掲載しています。 

古紙パルプ配合率70％再生紙と植物油インキを使用しています。

広告掲載の申込等に関する問い合わせはサンケイ広告株式会社へ（☎ 073-433-1221）へ

広告 市財政収入の一部に寄与することを目的とし、一般の広告を掲載しています。 広告主・広告内容は、市が推奨するものではありません。
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全体的に少しでもハロウィーンに寄せるためにイ
ラスト・色合いはすごく工夫しました。

今月の題字、私が制作しました

市立和歌山高等学校
デザイン表現科２年
岩根　羽奏 さん
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市長コラム
和歌の聖地・和歌の浦誕生 1300 年
　奈良時代、弱浜（わかのはま）と呼ばれた和歌の浦
には紀の川が流れ込み、724 年に万葉歌人らを伴っ
てこの地を訪れた聖武天皇が、そのあまりの美しさを
讃え、明光浦（あかのうら）と名付け、山部赤人が「若
の浦に 潮満ちくれば 潟を無み 葦辺を指して 鶴鳴き
渡る」と詠み、以来この地は和歌の聖地・和歌の浦と
なりました。
　今年はその歴史が始まって 1300 年に当たることか
ら、10 月５日から 11 月 24 日まで和歌の聖地・和歌
の浦誕生を祝う千三百年記念行事が開催されます。
　和歌の浦の景観や文化は、これまで多くの人の手で
守られ育まれてきましたが、この記念行事も和歌の浦

が好きで好きでたまらない地元をはじめ多くの方々の熱
意と力で開かれます。何度も何度も打ち合わせ、協賛を
もらうため奔走され、懸命に準備された方々がおられな
ければ、実現できませんでした。特に 10 月 27 日には、
和歌の聖地となった奈良時代から始まり、平安、江戸、
そして現在から未来へと続く時代絵巻行列が行われ、圧
巻です。まさに、和歌の浦の地は、1300 年という悠久
の時間の中で和歌をはじめ、日本の多くの文化が集積さ
れているのを感じて頂けると思います。
　９月 29 日には、和歌浦周遊の拠点となる「あしべ庵」
もオープンし、より和歌の浦を楽しみやすくなります。
　この秋は「和歌の聖地」へ足を運ば
れ、和歌の文化を体感していただけれ
ば幸いです。


